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3
月
2
日
、
首
都
圏
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
で
は
、
午
前
中
に
東

京
2
陣
第
8
回
期
日
が
東
京
高
裁

1
0
1
号
法
廷
、
午
後
に
は
東
京

3
陣
第
13
回
期
日
が
東
京
地
裁
1

0
3
号
法
廷
で
連
続
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
の
2
陣
の
法
廷
で
は
、

被
告
企
業
ノ
ザ
ワ
の
テ
ー
リ
ン
グ

の
飛
散
性
に
関
す
る
粉
じ
ん
濃
度

測
定
結
果
報
告
書
の
内
容
が
、
い

か
に
信
ぴ
ょ
う
性
が
な
い
も
の
か

を
原
告
弁
護
団
が
明
ら
か
に
す
る

こ
と
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
3
陣
で
は
、
①
原
告
・
木
元

和
人
さ
ん
（
小
金
井
国
分
寺
）
に

よ
る
被
害
の
実
態
の
証
言
、
②
解

体
改
修
工
事
の
従
事
者
に
対
し

て
、
建
材
企
業
の
責
任
を
認
め
な

い
不
当
判
決
を
く
つ
が
え
す
た

め
、
解
体
改
修
工
事
に
専
門
的
に

従
事
す
る
仲
間
2
人
（
川
口
敏
彦

さ
ん
・
調
布
、
渡
辺
義
久
さ
ん
・

三
鷹
武
蔵
野
）の
意
見
書
の
提
出
、

③
2
人
の
原
告
と
国
と
の
和
解
、

な
ど
と
い
う
内
容
で
し
た
。

午
前
、
午
後
の
開
廷
前
に
は
そ

れ
ぞ
れ
裁
判
所
前
集
会
を
開
催

し
、
原
告
の
吉
田
重
男
さ
ん
（
村

山
大
和
）
、
勝
田
幸
子
さ
ん
（
練

馬
）
が
決
意
表
明
と
支
援
の
継
続

を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
清
水
謙
一

首
都
圏
統
一
本
部
事
務
局
次
長

（
全
国
連
絡
会
事
務
局
長
）が
、
建

材
企
業
が
断
罪
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

3
月
23
日
の
京
都
2
陣
判
決
を
受

け
て
、
3
月
29
日
に
国
会
へ
の
請

願
署
名
提
出
行
動
、
建
材
企
業
を

補
償
基
金
へ
参
加
さ
せ
る
圧
倒
的

な
世
論
を
作
る
た
め
の
チ
ラ
シ
大

配
布
行
動
を
3
月
末
ま
で
に
や
り

き
る
こ
と
を
提
起
し
ま
し
た
。

【
本
部
・
佐
藤
正
雄
記
】
2
月

19
日
、
東
京
土
建
Ｐ
Ａ
Ｌ
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
各
支
部
の
代
議

員
を
1
人
に
絞
り
、
3
年
ぶ
り
に

来
賓
を
迎
え
て
の
総
会
と
な
り
ま

し
た
。

坂
本
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、「
や

っ
た
仕
事
の
分
の
賃
金
は
き
ち
ん

と
も
ら
え
る
よ
う
声
を
あ
げ
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
首
都

圏
各
組
合
や
国
交
労
組
な
ど
か
ら

ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
手
企
業
交
渉
を
中
心
に
、

仲
間
を
集
め
、
声
を
集
め
る
Ｐ
Ａ

Ｌ
運
動
の
方
針
を
提
案
し
、
全
会

一
致
で
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
役
員
を
選
出
し
た
の

ち
、
2
0
2
2
年
度
か
ら
導
入
し

た
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
功
労
者
表
彰
者

を
発
表
、
一
人
ひ
と
り
に
坂
本
会

長
か
ら
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し

た
。
ま
た
、
本
部
役
員
を
勇
退
す

る
大
鐘
弘
資
さ
ん
（
渋
谷
）
に
感

謝
状
を
手
渡
し
、
拍
手
に
包
ま
れ

な
が
ら
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
度
本
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
の

主
な
役
員
（
以
下
、
敬
称
略
）
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。
会
長
・
坂

本
雄
一
郎
（
板
橋
）
、
幹
事
長
・

住
友
光
一
（
練
馬
）
。

2
月
27
日
、
新
宿
駅
西
口
で
ア

ス
ベ
ス
ト
問
題
周
知
の
た
め
の
宣

伝
、
そ
し
て
「
建
材
企
業
が
参
加

す
る
補
償
基
金
制
度
の
創
設
」
を

求
め
る
請
願
署
名
を
求
め
て
30
人

の
仲
間
が
昼
休
み
行
動
に
取
り
組

み
ま
し

た
。参

加
者

が
「
建
材

メ
ー
カ
ー

は
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害

者
を
直
ち

に
救
済
せ

よ
」
「
み

ぢ
か
な
も

ん
だ
い
ア

ス
ベ
ス

ト
」
と
書

か
れ
た
チ

ラ
シ
入
り

の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
布
す
る
な
か
、
5
人
の

弁
士
が
訴
え
ま
し
た
。
「
建
材
メ

ー
カ
ー
は
一
日
も
早
く
原
告
と
和

解
し
、
給
付
金
制
度
に
参
加
す
べ

き
だ
」
（
川
口
敏
彦
労
働
対
策
部

長
）
、
「
ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
費
用

は
施
主
や
解
体
業
者
に
負
担
さ
せ

る
の
で
は
な
く
、
国
や
建
材
メ
ー

カ
ー
が
責
任
を
持
つ
べ
き
だ
」（
後

藤
英
雄
仕
事
対
策
部
長
）
な
ど
と

話
し
、
ま
た
吉
田
重
男
原
告
共
同

代
表
は
2
人
の
兄
の
死
や
本
人
の

被
害
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
の
べ

ま
し
た
。

「
ア
ス
ベ
ス
ト
の
裁
判
は
知
っ

て
い
ま
し
た
。
今
、
ど
う
い
う
状

況
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
」
と

話
し
か
け
て
き
た
日
野
市
在
住
の

女
性
に
、
行
動
に
参
加
し
た
影
山

康
洋
さ
ん
（
新
宿
）
が
説
明
す
る

と
、
こ
こ
ろ
よ
く
署
名
に
応
じ
て

く
れ
ま
し
た
。

2
月
24
日
、
東
京
都
連
で
は
麻

布
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
現
場
で
の
7

回
目
と
な
る
宣
伝
行
動
を
実
施

し
、
23
人
（
東
京
土
建
は
21
人
）

が
参
加
し
ま
し
た
。
1
月
30
日
の

宣
伝
は
突
然
の
現
場
の
休
工
で
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
今
回
が
2

0
2
3
年
初
め
て

の
行
動
と
な
り
ま

し
た
。

今
回
も
飯
倉
片

町
交
差
点
と
地
下

鉄
神
谷
町
駅
出
口

付
近
の
2
カ
所
に

分
か
れ
て
、
組
合

の
宣
伝
物
と
ミ
ニ

カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル

を
配
り
な
が
ら
、

退
場
す
る
従
事
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

呼
び
か
け
ま
し

た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
で
は
「
休

憩
所
が
少
な
い
」
（
52
％
）
「
工

程
管
理
が
乱
れ
て
い
る
」（
43
％
）

「
工
期
に
無
理
が
あ
る
」
（
30
％
）

「
ゼ
ネ
コ
ン
の
安
全
管
理
が
不
十

分
」
（
30
％
）
「
喫
煙
所
が
少
な

い
」
（
30
％
）
と
い
う
声
が
目
立

ち
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い
た
杉

並
支
部
の
仲
間
は
「
工
程
管
理
が

乱
れ
て
い
る
か
ら
、
安
全
管
理
が

不
十
分
に
な
る
。
安
全
管
理
が
不

十
分
だ
か
ら
安
全
ル
ー
ル
を
守
れ

な
い
人
が
出
て
く
る
。工
程
管
理
、

安
全
管
理
、
安
全
ル
ー
ル
は
つ
な

が
っ
て
い
る
、
と
従
事
者
が
話
し

て
く
れ
て
、
な
る
ほ
ど
な
あ
と
理

解
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

東
京
土
建
本
部
元
書
記
長
、

全
建
総
連
元
書
記
次
長
を
務
め

た
平
山
和
雄
さ
ん
が
2
月
21
日

に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
76

歳
で
し
た
。

平
山
さ
ん
は
1
9
7
1
年
に

東
京
土
建
江
戸
川
支
部
の
書
記

局
に
入
局

し
、
1
9
7

3
年
か
ら
書

記
長
を
務
め

ま
し
た
。
1

9
8
3
年
か
ら
は
東
京
土
建
本

部
で
書
記
次
長
、
1
9
9
0
年

か
ら
書
記
長
を
歴
任
、
東
京
土

建
が
10
万
人
を
超
え
る
組
織
に

躍
進
す
る
時
代
の
運
動
を
け
ん

引
し
ま
し
た
。
1
9
9
4
年
か

ら
は
全
建
総
連
で
、
書
記
次
長

を
2
0
0
1
年
ま
で
務
め
ま
し

た
。そ

の
後
、
東
京
地
評
に
活
動

の
場
を
移
し
、
2

0
0
3
年
か
ら
副

議
長
を
務
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ユ
ニ

オ
ン
東
京
で
の
活

動
も
含
め
、
闘
う
労
働
運
動
を

支
え
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

2
月
28
日
、
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ

東
京
で
第
22
回
シ
ニ
ア
友
の
会

（
友
の
会
）
総
会
を
開
催
し
、
本

支
部
85
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

議
長
団
選
出
後
、
鵜
澤
文
昭
会

長
（
江
東
）
が
あ
い
さ
つ
。
「
私

が
会
長
に
な
っ
て
か
ら
は
コ
ロ
ナ

禍
で
、
今
回
よ
う
や
く
対
面
で
の

総
会
が
で
き
、
う
れ
し
く
思
っ
て

い
る
。
ま
た
、
池
内
政
一
事
務
局

長
（
足
立
）
が
急
逝
さ
れ
て
寂
し

い
。
友
の
会
は
仲
間
と
話
を
し
て

ふ
や
す
の
が
基
本
。
会
員
だ
け
で

な
く
組
合
員
を
ふ
や
す
こ
と
に
尽

力
し
よ
う
」な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

議
案
提
案
を
本
田
将
担
当
書
記

が
行
な
い
、清
瀬
久
留
米『
バ
ス
ハ

イ
ク
』
、多
摩
・
稲
城
『
2
0
2
2

年
の
活
動
』
、
墨
田
『
平
和
学
習
』

と
い
う
3
支
部
か
ら
の
報
告
で
提

案
を
補
強
。
質
疑
、
意
見
で
は
友

の
会
へ
の
財
政
の
強
化
、
若
い
世

代
に
経
験
や
想
い
を
伝
え
て
い
く

こ
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

今
期
で
、鵜
澤
会
長
が
勇
退
し
、

髙
嶺
俊
一
（
多
摩
・
稲
城
）
副
会

長
が
新
会
長
に
就
任
、
「
み
ん
な

が
い
つ
ま
で
も
が
ん
ば
っ
て
い
け

る
組
織
を
作
り
た
い
」
と
決
意
を

の
べ
ま
し
た
。

東
京
２
、３
陣
が
ダ
ブ
ル
期
日

アスベスト

平山さん

平
山
元
書
記
長
が
逝
去

補
償
基
金
へ
参
加
せ
よ

１０
万
人
超
の
運
動
を
け
ん
引

石
綿
問
題
周
知
で
街
頭
宣
伝

東京2陣開廷前の東京高裁前での集会

アンケートをとる行動参加者

新宿駅西口で訴える吉田さん

７
回
目
の
麻
布
台
Ｐ
で
の
宣
伝

繋
が
っ
て
い
る
問
題

シニア総会

新
会
長
に
髙
嶺
さ
ん

組
合
員
拡
大
に
も
力
尽
く
す

表彰を受けたみなさん

決意をのべる髙嶺新会長

Ｐ
Ａ
Ｌ
総
会

求

人

求

職

ブロック推薦功労者を表彰
声上げ適正賃金を

企
業
の
報
告
書
に
反
論

企
業
の
報
告
書
に
反
論


